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歴史的な転換期の中で新しい“芽生え”が誕生

パラダイムシフトパラダイムシフト

資本主義経済の循環

日本社会の構造変化

『人口減少／少子高齢化』→“少人化”少人化”時代の到来

“知識経済社会”とは

企業の合併・吸収／世界進出

道州制への移行

人口・資本の都市への集中

景気循環のサイクルが加速

今後は “Think Globally, Act Locally” が成長のカギ

経済循環のボラティリティの高まり

の資本主義経済の
バイタリティ

ナレッジエコノミー 情報（ＩＴ）力

国内市場の縮小

経済成長の成熟

社会構造の再編

『濃縮（コンデンシング）社会』

工業化・情報化社会から

“知識経済社会”（ナレッジエコノミー）へ

手工業社会 工業化社会 情報化社会 知識経済社会

情報・資源・資本がグローバルに移動する中で、

知識こそが競争力の源であり、知的な労働力が支える経済社会

知識生産性

の向上

付加価値生産性

の向上

情報生産性

の向上

～知識経済社会で求められるもの～

１

社会の基本的価値観の変化

濃縮志向

シンプル
ライフ

スロー
ライフ

コンデンシング
社会

人口増加を前提とした

「成長・拡大・活力」という

価値観

人口減少を想定した

「成熟・濃縮・余裕」という

価値観

金融・実体経済の拡大（グローバル化）
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独自価値を提供するスルガのビジネスデザイン独自価値を提供するスルガのビジネスデザイン

住宅ローン

事 業

フリーローン

事 業

クレジットカード

事 業

資産運用

サポート事業

スモール・

ミドル法人事業

ダイレクトバンク

広域事業 代理店事業

コア事業コア事業主要な市場主要な市場

総合的なエリア戦略を
可能とする

スルガの無形資産

経
営
資
源
の
効
率
的
・効
果
的
な
配
分

市場の特性を活かし、スルガの独自価値を提供
スルガのリテール特化戦略により培ったノウハウを最大限に発揮

日本郵政グループの全国に

広がる約24,000の拠点

コミュニティバンク

静岡 / 神奈川の従来型の

フルバンキングサービス

インターネット・コールセンター

によるダイレクトチャネル

首都圏をはじめとし、

札幌/名古屋/大阪/福岡/仙台

その他主要な都市圏における

ホームローン中心の事業展開

ﾀﾞｲﾚｸﾄﾊﾞﾝｷﾝ
ｸﾞ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

ｼｽﾃﾑｲﾝﾌﾗ
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

地域に根付く
顧客基盤

価値観

Our
Philosophy

リテール文化
他を圧倒する

スピード・柔軟性

２
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道州制を見据えたスルガの広域事業戦略道州制を見据えたスルガの広域事業戦略

大都市圏に集中する人口と経済
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「日本の統計2008」より作成

東京
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福岡

宮城

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

0 10 20 30 40 50

人口（万人）

県内総生産（兆円）

「日本の統計2008」より作成

東京
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愛知

神奈川

埼玉

北海道
千葉

静岡
福岡

宮城

《人口／県内総生産の分布》

スルガのネットワーク広域化戦略

全国の人口・県内総生産の

約６０％が大都市に集中

道州制の動向を見据えた

成長性の高いエリアを

取捨選択へ

経営資源を効果的・効率的に活用し、未開の市場における新たなマーケットを創出

住宅ローン フリーローン カードローン 資産運用

広域事業で注力する事業ドメイン

首都圏に進出

1999年～

広域展開へ

2008年5月～

独自の
営業展開・

リテール特化戦略
で培った

スキル・ノウハウ

One to One
の提案力

札 幌 08年5月~

福 岡 08年8月~

仙 台 08年10月~

横浜 新宿

大宮 柏 渋谷

大阪

日本橋

名古屋

地域特性に合った

商品・ｻｰﾋﾞｽの提供

住宅ローンに加え、カードローン拡販のための戦略拠点へ

兵
庫

茨
城

広
島

京
都

新
潟

他32県

六本木
(ﾐｯﾄﾞﾀｳﾝ)

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ支店
顧客ＤＢ

各地域の
定量・定性情報

３
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広域エリアへの展開

地域特性に柔軟に対応した地域特性に柔軟に対応した商品開発商品開発

独自価値提供を実現する“スルガモデル”

大分類
１２分類

中分類
５９分類

小分類
５１５分類

従業員
規模

１~
４人

5～
19人

20～
99人

100～
199人

200～
299人

「大企業の従業員」の
限られたマーケット

広大な手付かずの
マーケット

全労働者の
約13％のマーケット

全労働者の
約87％のマーケット

セグメントを細分化し
見極めれば

大きな可能性

一般的金融機関の
ターゲット

（過当競争）
出所：総務省統計局
「事業所・企業統計調査」

構成比
（従業者数

300人～

14%

28.2%

31.6%

9.0%

4.3%

12.9%

従業員数規模から見るマーケット構造 顧客顧客ｾｸﾞﾒﾝﾄの細分化

顧客セグメントの

『超細分化』による

リスク分析と

カスタマイズモデル

の投入

独自商品

リスクポート
フォリオ

ニ
ー
ズ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

地域経済

生活
スタイル

主要産業
季節要因

従業員
規模

フリーローン
マーケット

住宅マーケット

雇 用

地域特性により異なる

515分類の

顧客ポートフォリオ

偏重度を活用

商品開発・マーケティング・リスク管理を統合的に

行うことにより、収益性の高いビジネスを実現可能

総合的なアプローチが実現可能に

より分散化された

リスク管理を実施

札 幌

仙 台

埼 玉

東 京

神 奈 川

静 岡

名 古 屋

大 阪

福 岡

千 葉

４
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住宅ローン事業を取り巻く環境認識①住宅ローン事業を取り巻く環境認識①

出所：東京商工リサーチ

単位：億円

2008年8月期 対前年同比
(参考)

2007年8月
対前月

全体(2008年8月期) 3.07% +0.55%p 2.52% +0.07%p

業種

建設業 4.09% +0.74%p 3.35% +0.11%p

卸売業 3.01% +0.59%p 2.42% +0.03%p

不動産業 2.03% +0.67%p 1.36% +0.16%p

小売飲食業 3.68% +0.44%p 3.24% +0.08%p

その他サービス業 3.13% +0.49%p 2.64% +0.04%p

製造業 2.18% +0.45%p 1.73% +0.03%p

地域

首都圏 2.94% +0.55%p 2.39% +0.21%p

中京圏 2.76% +0.37%p 2.39% +0.02%p

関西圏 3.05% +0.23%p 2.82% +0.10%p

その他全国 3.31% +0.73%p 2.58% +0.01%p

規模
売上1億円未満 3.69% +0.13%p 3.56% +0.10%p

売上1億円以上 2.82% +0.67%p 2.15% +0.18%p

出所：日本リスク・データ・バンク

業 種 件 数 負債額

農林漁鉱業 56 277

建設業 2,948 8,251

製造業 1,464 5,774

卸売業 1,442 4,053

小売業 1,199 2,503

金融・保険業 65 3,082

不動産業 378 1兆3,492

運輸業 381 756

情報通信業 303 1,679

サービス業ほか 1,934 7,264

合 計 10,170 4兆7,130

米国発の金融不安の国内不動産市場への波及

市場環境

ＲＤＢ企業デフォルト率

２００８年１~８月の業種別倒産状況

○不動産価格の下落

都市圏を中心にしたミニバブルが調整局面へ

○中堅・小規模デベロッパーの急激な財務内容悪化・倒産

○ 実需に根ざした底堅い需要

潜在顧客の不動産買い控えによる案件数・実行数の減少

○ バブル期とは異なる市場の正常なﾒｶﾆｽﾞﾑによる「調整局面」

○ 市場参加者、対象不動産の二極化の構図

○ 調整局面を経て、より成熟したマーケットへ

○ 日本の不動産市場は循環的に変動しつつ成長する

時間経過

成
長

バブル崩壊

Ｊ-REIT
市場誕生

現在

５
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住宅ローン事業を取り巻く環境認識②住宅ローン事業を取り巻く環境認識②

６

一
般
的
な
銀
行
モ
デ
ル

ス
ル
ガ
モ
デ
ル

（回収原資となる）提携ローンを
前提としたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾅﾝｽの推進

景気減速に伴う
回収懸念と融資の引き締め

《一般的な銀行モデルの特徴》

景気動向に業績の影響を
受けやすいビジネスモデル

プロジェクトファイナンスは
原則行っていない

商品スペックを重視する
不動産チャネルからの紹介中心

《スルガモデルの特徴》

不動産チャネルとの
パートナーシップによる価値創造

一
般
的
な
銀
行

ス
ル
ガ

流動化事業

分譲事業

デベロッパー

ＳＰＣ

住宅購入
希望者

流動化
プロジェクト
ファイナンス

住宅ローン申込→薄利多売を前提とした低収益モデル

住
宅
購
入
希
望
者

住宅ローン申込 → 非価格競争による適切なプライシング

大手マンションデベロッパー

ハウスメーカー

不動産仲介業者

地場工務店

不動産チャネル

契約成立

顧客紹介

金融機関

フ
ァ
ン
ド

ノンリコースローン

出資

不動産チャネルとのパートナーシップによる市場創造による、独自の住宅ローン事業を追求

反映 独自商品
ﾏｰｹｯﾄﾆｰｽﾞを

反映した独自商品

一般的な銀行とスルガのビジネスモデルの根本的な相違点
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日本の住宅ローンモデル 米国の住宅ローンモデル

・長期取引による完済を前提とした商品設計
・当初貸出時の返済負担緩和商品はない

・長期リレーションを前提とした Ｏｎｅ ｔｏ Ｏｎｅ 対応
・アカウンタビリティの徹底

・キャッシュフロー・属性など総合判断に基づく審査モデル
・データに基づいたマーケティングによるマーケットの創造

・地価上昇による売却、ﾘﾌｧｲﾅﾝｽを前提とした商品設計
・当初貸出時の返済負担の緩和

・ブローカーによる斡旋手数料を目的とした略奪的融資
・コスト、リスクの情報開示不足

・クレジットスコア・担保価値に依存した審査モデル
・競争激化による審査基準の緩和

日米の住宅ローンモデルの違い

日本とアメリカにおける住宅ローンモデルの特徴日本とアメリカにおける住宅ローンモデルの特徴

＜リコース型住宅ローン＞ ＜ノンリコース型住宅ローン＞

個人保証・連帯保証・保証会社の保証
融資物件担保／団体信用生命保険加入

担保処分後の残債務については、
債務者・連帯保証人が返済の責を負う

主として債務者・連帯保証人が負う

融資物件の担保のみ

担保処分後、残債務については個人保証を
負わない（※８州については欠損判決あり）

金融機関が負う

担保以外に個人保証を求めるタイプのみ 担保以外は個人保証を求めないタイプが主流

７

担保・保証

債務不履行

リスク

担保・保証

債務不履行

リスク

担保処分後の残債も返済義務が残るため
債務者の完済意識が高く

住宅ローン不良債権化の抑止力に

担保処分後の残債に返済義務がないため
債務者の返済意識が希薄であり

不良債権が安易に発生

商品性

販売体制

審査ポイント

主な融資形態
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ＣＲＭが創るお客さまとの強固なリレーションＣＲＭが創るお客さまとの強固なリレーション

お
客
さ
ま

お
客
さ
ま

多彩な
顧客接点

ユニークな
商品群

コンシェルジュ
マインド

すべての社員に必要な
情報をリアルタイムに
提供。銀行全体が同一
情報をもってお客さまに
接することができる

お客さまの生涯価値の最大化を実現するＣＲＭ

全社員がミッションの
実現に向けて、お客さ
まとＯｎｅ to Oneコミュ
ニケーションをはかる

ＣＲＭにより、ニーズの
生まれるタイミングを
把握。最適なタイミング
で最適な商品を提案し
取引の維持拡大を図る

ス
ル
ガ
銀
行

ス
ル
ガ
銀
行

マーケット環境に左右されない
長期的な信頼関係の構築

ＣＲＭ情報からのクロスセル

ＣＲＭ情報からのフォローと
次へのアクションに

つなげる提案

タイムリーな情報提供

☆←High Relation Client ←購入済商品・サービス ←今後勧めていく商品・サービス

普通
預金

運用商品 ダイレクトバンク
クレジット

カード
カード
ローン

フリー
ローン

住宅ローン 公共料金

定期預金 投資信託 個人年金 保障性保険
テレフォン
バンキング

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

ＨＬ ワイド 携帯電話 電気

顧客Ａ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

顧客Ｂ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

顧客Ｃ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

顧客Ｄ ☆

顧客Ｆ ☆ ☆

ＣＲＭシステムの高度化・継続的進化
情報の一元管理 ・ コンタクト情報の蓄積

リテール特化戦略の要
スルガのＤＮＡ

８
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〈〈ゆうちょゆうちょ××スルガスルガ〉〉の個人ローン業務ビジョンの個人ローン業務ビジョン
「お客さま」のニーズを大切に考えたローンをご提供していこうと考えています。

「お話を聞くところから始める」 これが私たちのスタートです。

※５０店舗での個人ローン取扱いとなります

大量生産・シェア競争
（低コストのマス販売）

大都市圏への集中出店

一人ひとりにきめ細かく
親身に対応

（まずはご相談ください）

身近なゆうちょ窓口の
使い勝手が大幅に向上

チャネル

一般的な金融機関一般的な金融機関 ゆうちょゆうちょ××スルガスルガ お客さまへお客さまへ

商 品

メインターゲット

戦略方向性

戦略思考

規格化商品

大企業サラリーマン

カスタムメイド商品

中小企業サラリーマン
個人事業主・働く女性

マーケット創造
（顧客満足度・全体市場の拡大）

顧客満足追求

全国津々浦々の
店舗網活用

相談はお近くの窓口へ

効率性追求

ゆうちょ銀行の強みゆうちょ銀行の強み スルガの強みスルガの強み

地域に根ざした情報・店舗網を

活用した営業展開

独創性溢れる商品性を最大限に引き出す
営業スキルと審査スキルが

有機的に機能し、高収益個人ローン事業を実現

シナジー効果を最大限に発揮

“ネットワークとブランド” “リテールノウハウ”
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ゆうちょ銀行との業務提携ゆうちょ銀行との業務提携

２００８年度 計数計画と実績

住
宅
ロ
ー
ン

フ
リ
ー
ロ
ー
ン

不動産チャネルへの
対面営業等

プロモーション展開に
よる店頭受付等

アウトバウンド

インバウンド

実行金額実行金額

2,100億円

取扱店での
店頭営業

プロモーション展開に
よる非対面受付等

アウトバウンド

インバウンド

実行件数実行件数

27,000件
実行件数実行件数

27,000件

175億円

5,117件

2008年度 計数計画 2008年度上期実績

１０
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04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

26,734
27,004 27,049

27,717
28,033

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

20,355

20,809

21,362

21,994

22,551

3.64%

3.42%

3.72%

3.29%
3.11%

貸出金利回り

0.38%

0.05%
0.13%

0.35%

0.05%

預金等利回り

貸出金平残 預金平残
（億円）

3.26%3.36%3.29%3.23%
3.06%

1.86%1.85%1.85%1.93%2.01%

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

当社

地銀平均

（億円）

（譲渡性預金含む）

1.70%
1.86% 1.89%

0.80% 0.73% 0.65%

当社

地銀平均

1.92%

0.65%

（08/3）

（08/3）

04/9 05/9 06/9 07/9

0.96%
1.01% 1.05%

1.19%
1.09%

0.45% 0.44% 0.42% 0.43%0.49%

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

当社

地銀平均

（08/3）

総資金利ざや

預貸金利ざや

貸出金利回りと貸出金平残

預貸金粗利ざや

預金等利回りと預金平残

1.75%

08/9

0.67%

利ざや等の状況（全体）利ざや等の状況（全体）

１１
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0.33%0.27%
0.08%0.04%0.05%

04/09 05/09 06/09 07/09 08/09

3.65%
3.60%

3.25%
3.17% 3.20%

1.83%1.92%
1.80% 1.81%1.83%

0.72%0.71%0.70%0.77%
0.83%

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

1.31% 1.32% 1.35%
1.40%

（08/3）

1.48%

利回り・経費率の状況 預貸金利ざや

預貸金粗利ざや

利ざや等の状況（国内）利ざや等の状況（国内）

3.12% 3.15% 3.17% 3.32% 3.31%

2.03% 1.96% 1.88% 1.90% 1.90%

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

（08/3）

スルガ
地銀平均

預貸金利ざや（当社）

預貸金利ざや（地銀平均）

預金等利回り貸出金利回り 経費率

１２
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--1919

319

16
0.7

330

23
8

344

27
6

382

27
1

381

13

その他業務利益

役務利益

資金利益

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

290

304

318

340 348

（億円）

３３７ ３６２

04/9 05/9 06/9 07/9

３７８

（億円）

４１１

３７５

08/9

業務粗利益の推移 円貨預貸金利益の推移

業務粗利益と円貨預貸金利益の推移業務粗利益と円貨預貸金利益の推移

１３
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05/3 06/3 07/3 08/3 09/3

313

359
382

412

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3

104

143

200

178

（億円）（億円）

０５/９

１６９１６９０４/９

１５３１５３

０７/９

２１０２１０
０６/９

１８３１８３

０７/９

１０１１０１
０６/９

１００１００

０５/９

６７６７０４/９

４６４６

０８/９

１８４１８４

コア業務純益の推移 当期（中間）純利益の推移

０８/９

７７７７

コア業務純益と当期（中間）純利益の推移コア業務純益と当期（中間）純利益の推移

１４
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04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

12 ,512

1 ,675

13 ,436

1 ,812

14 ,053

2,106

14 ,697

2 ,304

15 ,511

2 ,448

フリーローン残高
住宅ローン残高

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3

1,007

1,132

1,079

1,124

1,175

1,242

1,067

1,213

1,280

個人ローン下期実行額
個人ローン上期実行額

（億円）（億円）

2,4182,418

2,1392,139
15,24815,248

14,18714,187

16,16016,160
2,2042,20417,00117,001

76.9%
74.7%

72.7%
70.8%

67.8%

個人ローン残高・個人ローン比率 個人ローン実行額

個人ローン比率
2,2812,281

17,96017,960

個人ローンの状況①個人ローンの状況①

１５
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05/9 06/9 07/9 08/9

1,161

584

65

1,386

668

51

1,550

710

43

1,691

720

37

無担保証書貸付残高

無担保カードローン残高

有担保フリーローン残高

（注）（ ）内は平均レート

100%=2,448億円 (7.8%)０８年９月末

100%=１７，９６０億円 (4.1%)

無担保カードローン
720億円(14.2%)

無担保証書貸付

37億円（6.2%)

有担保フリーローン
1,691億円（5.1%）

スーパー
ホームローン

ホームローン

7,294億円(3.4%)

8,217億円（3.8%）

フリーローン
2,448億円(7.8%)

（億円）

1,812
2,106

2,304 2,448

個人ローン残高内訳・平均レート フリーローン残高内訳・平均レート

個人ローンの状況②個人ローンの状況②

１６
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39.0% 36.4% 34 .2% 31.9% 29.3%

31.3%
29.0%

27 .2%
25.6%

23.8%

26.8%
32.0%

36 .2%
40.1% 43.1%

3.8%2.4%2.2%2.4%2.7%

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

■■■■

首都圏 神奈川 静岡 その他

37.4%40.0%42.1%43.7%45.4%

33.6%
34.0%35.4%36.0%

36.6%

28.5%25.5%22.1%
20.0%

17.7%

0.5%
0.4%

0.4%

0.4%

0.4%

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

3%未満 3%台 4%台 5%以上

住宅ローン地域別残高比率住宅ローン実行レート分布 （累積）

住宅ローンの状況住宅ローンの状況

１７
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7.80%7.73%
7.87%7.89%7.67%

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

3.62%3.61%

3.19%

3.11%3.07%

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

0.33%0.32%
0.45%

0.88%0.93%

0.44%
0.57%0.65%

0.59%0.66%

延滞率 毀損率

0.24%0.19%

0.37%0.41%

0.28% 0.25%

0.14%
0.20%

0.26% 0.23%

延滞率 毀損率

※延滞率＝3ヶ月以上延滞債権 ÷ ローン残高、毀損率＝デフォルト率×（１－回収率）

▲ 利回り ▲ 利回り

住宅ローン フリーローン

個人ローンの延滞率・毀損率の状況個人ローンの延滞率・毀損率の状況
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352
493 502356

681

1,041

1,533
752

1,005

1,258

9 473156 63 44 41 56188
444

1,292

1,481

467

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

個人年金保険
投資信託
国債等保護預り
外貨預金
一時払終身保険

14.3%14.4%
11.4%

8.6%

5.3%

26 26

504 520

173

502

581

208

127

147

108

89

72

574

631

631

815

524

11
26

325
196

93

381

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

個人年金保険手数料
火災保険手数料
投信販売手数料
投信信託報酬
一時払終身保険手数料

医療・がん保険手数料

1,849

1,069

2,545

（億円）（百万円）

1,594

969

1,356

2,017
3,358

投資性商品比率

投信・保険手数料収入 投資性商品残高内訳（個人）

3,381

投資性商品投資性商品〈〈手数料・残高手数料・残高〉〉推移（個人）推移（個人）

1,365
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337
362

378

411

375

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

12

101

69

12

104

68

13

108

68

13

117

69

13

124

73

56.3%

48.7%
50.1%51.1%

54.3%

（億円）

１８３ １８５ １８９ ２００

業務粗利益

人件費

物件費

税金

ＯＨＲ

２１１

経費・ＯＨＲの状況経費・ＯＨＲの状況

〈物件費増加要因〉

・ゆうちょ関連費用

・新店舗開設費用

（札幌・福岡・仙台）

２０



©2008  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.

開示区分
08年09期
与信残高

構成比
法人・個人別

与信残高
構成比

担保・
保証合計

担保 保証 保全率 引当 引当率 ｶﾊﾞｰ率

破産更生債権
及びこれらに
準ずる債権

159 0.67%
個人 103 0.57% 62 48 14 60.61% 40 100% 100%

法人 55 1.00% 44 24 19 79.52% 11 100% 100%

危険債権 316 1.34%
個人 47 0.26% 25 16 9 54.51% 14 68.25% 85.55%

法人 269 4.88% 163 76 86 60.50% 95 89.61% 95.89%

要管理債権 317 1.35%
個人 70 0.39% 55 51 4 78.72% 4 27.87% 84.65%

法人 247 4.47% 103 102 1 41.88% 56 39.66% 64.93%

合 計 793 3.37%
個人 221 1.23% 144 115 28 65.06% 59 77.18% 92.03%

法人 572 10.37% 310 203 107 54.30% 163 62.63% 82.92%

正常債権 22,737 96.62%
個人 17,791 98.76%

法人 4,945 89.63%

総与信合計 23,530 100%
個人 18,012 100%

法人 5,518 100%

金融再生法開示債権詳細金融再生法開示債権詳細
（億円）

： 担保・保証による保全率
： 無担保部分への引当率
： 担保・保証・引当を考慮したカバー率

保全率
引当率
カバー率

カバー率合計 85.46%

２１
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04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

153

65

169

67

183

24

210

12

184

28

コア業務純益

実質与信費用（与信費用－償却債権取立益）

0.24
0.10

0.22

0.64 0.64

実質与信費用比率（実質与信費用/貸出金平残） (%)

開示債権比率／与信費用の状況開示債権比率／与信費用の状況

3.37%
3.62%

4.57%

5.44%

7.23%

1.36%

0.49%0.52%
1.01%

0.67%

2.62%

5.80%

4.10%

3.41%

2.42%

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

開示債権比率
開示債権比率（引当金控除後）
開示債権比率（担保・保証・引当金控除後）

（億円）【半期ベース】

開示債権比率の推移 与信費用の状況

２２
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3,431

3,410
3,229

205 203

185

151 171

177

233 316
398

06/9 07/9 08/9

国債 外国債券 社債 地方債

0.64
0.71

0 .75

（億円）

４４,,１０１１０１４４,,０２２０２２

国債内訳

短期 55.6％

変動利付 41.9％

中長期 2.3％

国債内訳

短期 56.8％

変動利付 40.8％

中長期 2.3％

国債内訳

短期 57.1％

変動利付 40.7％

中長期 2.1％

平均残存期間（年）

３，９９１３，９９１ 【社債内訳】

公社債 ５６ 億円

金融債 ６８ 億円

事業債 ５２ 億円

うち円建外債 １７４ 億円

【担保債券等】

ＪＧＢ 135 億円

外国証券会社 1４ 億円

国内上場会社 2４ 億円

債券ポートフォリオの状況債券ポートフォリオの状況

２３
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リスク量の状況リスク量の状況

０８／３末
配賦原資

（億円）

０８／９末
リスク量

Ｔｉｅｒ Ⅰ

バッファー７０５バッファー７０５

（リスクアセットの
４．１％相当）

０８上期
配賦資本

８１０

１，０９１
１，７９６

２２１２２１

７４７

１２３１２３

１５８１５８

５３０

１２２

信用リスク

市場リスク

オペレーショナル
リスク

繰延税金資産 ２３６億円
繰延税金資産控除後
ＴｉｅｒⅠ比率 ９．３２％

↓
ターゲット １０％台へ

地震リスク 約５００億円
（当社試算による）

配賦資本使用率

約７４％

０８年９月末０８年９月末

金利ショック

方 式
±±２００ｂｐ２００ｂｐ

金利リスク量 ７１億円７１億円

アウトライヤー

比 率
３．６％３．６％

１．信頼水準 ９９％（共通）

２．保有期間 （営業日）

・信用リスク ２４０日

・預貸金、債券等

金利・価格変動リスク ６０日

（トレーディング勘定は １０日）

・株式 価格変動リスク １２０日

３．オペレーショナルリスク

基礎的手法

２４
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11.28%

10.70%

11.60%11.60%

11.07%

10.29%

11.61%

10.32%

9.75%

10.99% 11.09%

9.14%

9.70%

10.37%
10.55%

自己資本比率（国際基準・連結）

自己資本比率（国内基準・単体）

ＴｉｅｒⅠ比率（単体）

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

340

1,325

261

1,438

180

1,590

172

1,757

236

1,841

繰延税金資産

Tier Ⅰ

12.8%
9.8%

11.3%

18.1%

25.6%

04/9 05/9 06/9 07/9 08/9

1,413

1,528

1,683

1,847
1,941

■ 自己資本額（国内基準・単体）

（億円）（億円）

【新基準】

繰延税金資産/ＴｉｅｒⅠ

ＴｉｅｒⅠ資本・繰延税金資産 自己資本比率

自己資本の状況自己資本の状況

【新基準】

２５
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（億円）

６０３８▲２２８３０実質与信費用

２２０１７８▲２７７７１０５当期純利益

３７０３２６▲４５１２９１７５経常利益

４３０４１２▲２０１８４２０５コア業務純益

４３０４１６▲３１１７３２０５業務純益

４２０３９８▲３２１１経費等

８５０７９６▲４４３７５４２０業務粗利益

見通し比見通し比
（（BB--AA））

実実 績績
（（BB））

当初見通し当初見通し
（（AA））

２００８年度２００８年度
通期見通し通期見通し

２００７年度２００７年度
実実 績績

２００８年度２００８年度 中間期中間期

２１５

２００８年度中間期業績及び通期見通し２００８年度中間期業績及び通期見通し

２６
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スルガの考える社会的責任スルガの考える社会的責任

「＜夢をかたちに＞する、＜夢に日付を＞いれるお手伝い」を企業理念とするスルガは、顧客価値の提供と「＜夢をかたちに＞する、＜夢に日付を＞いれるお手伝い」を企業理念とするスルガは、顧客価値の提供と

夢の実現のお手伝いを通じて、ステークホルダーのご期待に応え社会的責任を果たしてまいります夢の実現のお手伝いを通じて、ステークホルダーのご期待に応え社会的責任を果たしてまいります

環境への取り組み

環境に配慮した金融商品の開発や、環境保全活動に取り組んでいます

○ スルガ平本部における ＩＳＯ１４００１活動 ○ カーボンオフセット付き住宅ローン

○ インターネットバンキングでのふじさんネットワークへの募金

○ チーム・マイナス６％への参加 など

これからのＣＳＲ

２７

これからのＣＳＲ

社会的側面の
活動

環境的側面の
活動

経済的側面の
活動

ＣＳＲ
スタートライン

価値創造型ＣＳＲ

必須のＣＳＲ

社会基盤で
事業を行う上で
必須のＣＳＲ

持続的成長
共存 公正 均衡

価値創造型ＣＳＲ

必須のＣＳＲ

“社会基盤で事業を行う上で必須のCSR”

価値観的コミュニケーション

機能的コミュニケーション

○ 遵法を越える正しさに沿う経営

○ ステークホルダーとの厚い信頼

○ 市場における違いの確立

○ 限りなく透明性と納得性を高める経営 など

○ 社会からの最低限の要請

○ マイナスリスクの軽減 など
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経営理念における成長のあり方経営理念における成長のあり方

“価値交換システム”としての成長 “使命型企業”としての成長

株 主

その他の
ステークホルダー

お客さま社 員

（グループ）

資本の効果的
運用システム

幸せ実現の
支援システム

社会的役割遂行と
自己実現のための
直接的参加システム

各ステークホルダーとの価値交換性の向上を成長と定義する

成 長 ミッションミッション
（グループ）

「ライフ アンド ビジネス コンシェルジュとして〈夢をかたちに〉する、
〈夢に日付を〉いれるお手伝い」をするというミッションの

実現性の向上を成長と定義する

“Ｃ・Ｐ・Ｓを原点”とした成長

経営

「立地する国、地域の文化に立脚する」

「人に基軸を置く」

「社会性の向上を目指す」

CCulture-oriented

PPeople-based

SSocial-perspective

文化を尊重し、その文化を強みとして活かしていくことに

スルガの成長がある

企業の理論ではなく、人の論理を中心に据えた経営に

よって成長を実現する

社会的公器としてのあり方を絶えず志向し、社会規範の

上をいく状態を実現する

Ｃ

Ｐ

Ｓ

２８



＜本件に関する照会先＞＜本件に関する照会先＞

スルガ銀行スルガ銀行
経営企画部企画（ＩＲ広報）経営企画部企画（ＩＲ広報）

本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、

将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性がある将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性がある

ことにご留意ください。ことにご留意ください。

［［TELTEL］］ ０３－３２７９－５５３６０３－３２７９－５５３６
［ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ］［ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ］ ir.koho@surugabank.co.jpir.koho@surugabank.co.jp


